あの 日 あの人 

巴 里 劇壇 回顧- 



1 干 田國士 



一九二 二 年の暮れ、 ス タニス ラウス キイの 率 ゐるモ 

スコォ 芸術 座の 一 行が 巴 里 を 訪れた。 

そ の 開演 の 前夜 シ ヤン • ゼ リゼ ェ 劇場 主、 エベルト 

ォは 盛大な 歓迎会 を 同 劇場 内に 催して、 一 行 を 巴 里の 

劇壇に 紹介した。 

其の 夜の 光景 は、 私の 終生 忘れ 難き もの ゝ 一 つで あ 

る。 ス タニス ラウス キイ を 中心に、 チェ ホフ 夫人、 力 

チャロフ、 モス コォ フィン 等の 名優 を 始め、 一座の 俳 

優が 舞台の 中央に 居並び、 右手に は、 エベルト ォと共 

に、 自由 劇場の 創始者、 老 アン トヮ ァヌが 控えて ゐる _ 

左手に 一人、 前 か、 V みに、 両手 を 組み合せて 立った の 



が、 ヴィ ユウ • コロン ビエ 座の 首脳、 ジャック. コポ 

ォ であった。 参会者 は 見物 席の 土間に 満ちて ゐた。 ェ 

ベルト ォの 挨拶が すむ と、 アン トヮ ァヌは その 岩の や 

うな 身体 を スタニ ス ラウス キイの 方に 進めて、 

「吾が 親愛なる 友、 而 して、 敬慕す る 偉人」 と、 呼び 

かけた。 

「私の 求め、 望み、 而 して、 実現し 得なかった もの を、 

あなた は、 あなたの 才能と、 人格に 依って 実現され た 

ので ある ご 

その 熱と、 力に 満ちた 語調 は、 彼の 自由 劇場 回想録 

を 読んだ 者の 胸 を 刺さない では ゐ なかった。 



「私 は 仏蘭西 劇壇の 前途の 為め に、 あなた 方 御 一行の 

遠来 を 感謝し ます。 有難う」 アン トヮァ ヌの声 は 異様 

に ふるえた。 

世界 第一 と 称せられる 劇壇の 指揮者、 白髪の 巨人、 

ス タニス ラウス キイの 前に 立って 「吾が 友」 と 呼び 得 

る アン トヮァ ヌの心 持に 反し、 コ ポオ は 流石に 胸 を 躍 

ら せて ゐる やうに 思へ た。 (こ、 で 私 は、 自分の 想像 

が 事実 を まげる 事 を 恐れる) コ ポオ は 演説 を 準備して 

ゐた。 然し 其の 朗読 は 平常の コ ポオ を 知って ゐる 者な 

ら、 決して 立派な 出来栄えで あつたと は 云 はないだら 

う。 た、 V その 論旨 は、 芸術 座への 讚辞と して、 理解と 



ん」 満場の 拍手 を 心 持よ く 受けながら、 「私 は、 まだ、 

ヴィ ユウ • コロン ビエ 座の 仕事 を 見て ゐ ません が、 其 

の 名声 を 通じて、 常に、 その 努力 を 認めて 居た ので あ 

リます 」 

「私共 は 仏蘭西の 劇壇に 対して、 少しで も、 教訓 を垂 

れ やうと 云 ふやうな 野心 は 持って 居りません。 私共が 

なしつ、 ある 事 を、 た V、 見て 頂けば い、 ので ありま 

す」 

「こ、 で、 お断りして 置きたい 事 は、 私共が 露西亜 語 

で 芝居 を やる 為に、 多くの 方々 は、 多くの 露西亜 語 を 

解し ない 方々 は、 それで は 興味の 大部分が 失 はれ やう 



とお 思 ひになる でせ う。 然し、 其の 御 心配 は 無用で あ 

リ ます。 私共 は、 露西亜 語 を 使 ふ 以上に 人類 共通の 言 

語に よって、 皆様に 七 分 通りの 興味 を 与へ る 事が 出来 

ると 確信して 居ります」 

アン トヮ ァヌ、 コ ポオの 両氏と 握手 を 交 はした 後、 

一 座の 幹部 を 紹介した。 

X X 

X 

アンドレ ニン イドの 「ザ ュル」 をい よいよ 舞台に 上 



せる と 云 ふので、 コ ポオ は、 一座の 俳優 を 悉く ヴィュ 

ゥ- コロン ビエ 座の 図書室に 集めた。 画家の アトリエ 

にも 似た 一室、 中天 井に は、 ファン タス チックな 衣裳 

が 秩序 正しくつ るして ある。 白木の 書架が 一方の 壁 を 

埋めて ゐた。 

私 は 悪魔の 司 を 務める B 夫人から、 其の 役に 使 はれ 

る 仮面の エスキス を 見せて もら ひ 乍ら、 此の 脚本の 上 

演 について、 コ ポオが どれ 程 苦心 をした かと 云 ふ 話な 

ど を 聞いた。 ダヴ イツ ドの 為に は、 臨時に ォ デオン 座 

から 美しい 裸体の 持主 を 探して 来た 事な ども 聞いた。 

やがて、 コ ポオの 骨張った 顔が、 一 同 をな がめ ま は 



した。 作者 ジ イド は、 薦められた 席に つきながら、 同 

伴の 夫人 を か へ りみ て 小心ら し い 微笑 を 送った。 

「s は 来て ゐ るかい」 コ ポオの 声に 応じて、 

「い、 え、 まだ ：•：• 」 誰か y 答へ た。 

それに 二三の 笑声が まじった。 

「仕様 力な レな」 

と、 慌 しく 戸が 開いて、 小柄な S が、 外套 を 脱ぎ 乍ら、 

「失敗った」 と 云 ふやうな 顔つき をして 飛び込んで 来た。 

また、 笑声が 起った。 

「アツ タン シ ヨン！」 コ ポオ は 舞台 掛 りの 差 出す 脚本 

の コピィ を 受取って、 頁 を はねた。 



一 幕 目の 朗読が すむ と、 ジ イド は 大きく うな づ いた 

重苦しい 沈黙が 続いた。 

「サ ュル」 の 稽古 は 二 ヶ月 かゝ つた。 

自ら 主人公の 役 を 演じる コ ポオ は、 戈 を 手に した 

ま、 舞台の 指揮 をした。 

「そんな 悪魔が ある もの か。 もっと、 非人間的な 声 は 

出せない か」 

憐れな T 嬢 は、 窮屈な 面の 奥で 鼠の やうに 啼 いた。 

「それ ぢゃぁ 丸で …… 」 さう 云って、 コ ポオ は 吹き出 

した。 



コ ポオ は、 かたはらに 居 合せた 私に、 「能 を 御覧に な 

つた 眼で、 此の 芝居 は 見られないで せう」 

私 はこの 言葉の 複雑な 調子 を 訳す 事 は 出来ない が、 

心 持 はよ くわかった。 

「異国の 青年よ、 これ は 手始めに 過ぎない の だ。 試み 

に過ぎないの だ。 その 積り で 見て ゐて くれ」 かう 云 ふ 

意味に 違 ひなかった。 

「全く 別 ものです から 」 と 答へ る処 だった。 

非常に 混乱した 頭で 私 は 「caviendra」 と 云って しま 

つた。 

さもしい 気がした。 



嘗て ゴ ルドン. クレイグが、 ル ゥシェ から、 その美 

術 座の 舞台 指揮 を需 めら れた 時、 之に 答へ て 「よろし 

い、 承知し ました。 但し、 十 年 か 十五 年、 劇場 を 閉鎖 

して 下さい。 俳優 を 根本的に 訓練す る 必要が あります 

から 」 と 云った。 ルゥ シェが 一寸 困った 顔 を 

して ゐ るの を 見て、 「さもな けれ や、 今 あなた 方が やつ 

てゐる やうな 事し き や 出来ません よ」 と、 附け 加へ た 

と 云 ふ 話 は 有名で ある。 

コ ポオが、 先年 演劇 学校 を 開く に 当って、 一座の 俳 

優 及 新入 研究生に 向 ひ、 一場の 挨拶 を 述べた 際、 先づ 



此の 話 をし、 「何 か を 成し 得る 為に は、 先づ、 何 かで な 

ければ ならない」 と 云ふゲ ェ テの 言葉 を 引用して、 ヴィ 

ユウ. コロン ビエ 座が、 その 仕事 を 「初めから 始める」 

, J とが 出来な か つ た 事 を 残念が つ た。 

彼 は、 その 時、 何時に なく 感激した 調子で かう 述べ 

た。 「クレイグの 言葉 は 論理的で ある。 若し、 私が、 彼 

の 論理に 従ったら、 どうな つて ゐ たらう。 私に とって、 

『初めから 始める』 こと は 『何もし ない』 ことになる。 

私 は、 先づ、 存在し なければ ならなかった」 

成る 程、 ヴィ ユウ • コロン ビエ 座 は先づ 存在した。 

そして、 「初めから 始める」 ことが 出来なかった 代りに、 



クレイグが 成し 得なかった 事 を 成し遂げよ うとして ゐ 

たので あるが、 モス コォ 芸術 座の 舞台 を 見て、 「完全で 

ある。 但し、 小 芸術の 完全 さで ある ご と 云った コ ポオ 

の 批判 (これ は 公言した わけで はない。 ヴィ ユウ- コ 

ロン ビエ 座の 一 俳優から 伝へ 聞いた まで、 V ある) は、 

どれ だけの 真理が あつたか、 吾々 は、 それ を 知る 為め 

に、 もう 十 年 待たなければ ならなかった。 

今や、 ヴィ ユウ • コ ロン ビエ 座 は 主な き 家で ある。 

そして、 コ ポオ は ディジョン あたりの 森 かげで、 何事 

か を 企んで ゐる らしい。 
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